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The effects of motives and hierarchical relationships in deceptive communication
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Hoogstraten, & Meerum Terwogt-Kouwenhoven, 1997; 
















とが示されている（Dunbar, Gangi, Coveleski, Adams, 
Bernhold & Giles, 2016; Seiter, Bruschke, & Bai, 2002）。
さらに，他者の利益のために意図的に嘘をつくこと
は，真実を伝えるよりも道徳的にとらえられる場合














































































































































　調査協力者は大学生 168名（男性 52名，女性 116名，
平均年齢 20.6± 0.7歳）であった。想起する対象に




























































































意であった（F (6,495)=3.12, p=.005, η2=.04）。交互作
用が有意であったことから単純主効果の検定を行っ
たところ，受容を求める嘘（F (2, 165)=4.44, p=.014, 







（先輩：F (3, 495)=14.61, p<.001, η2=.21，友人：F (3, 















意であった（F (6,495)= 2.47, p=.02, η2=.03）。交互作
用が有意であったことから単純主効果の検定を行っ
たところ，利己的な嘘における上下関係の単純主効




輩群：F (3, 495) = 47.59, p<.001, η2=.47，友人群：F (3, 












不安：F (3,495) = 6.63, p<.001, η2=.04，だます快感：F 
(3,495) = 52.89, p<.001, η2=.24，嘘への嫌悪感：F (3,495) 
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